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研究成果の概要（和文）：本研究は、初任者教師の授業実践能力育成支援のため、「ユビキタス映像記録視聴シ
ステム」に「教師視点の映像記録」を加えて改良し、研究協力校の授業及び大学卒業時から新任教員の授業に毎
年適用し検証を積み上げた。研究成果として収録した同一指導案の熟練教員と新任教員の２つの教師視点の映像
記録を教職課程の授業の提示教材として活用し初任者教師の授業実践育成に資することを実証した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore the possibility to take advantage the "
ubiquitous video recording viewing system", as a way of teaching practical skills training support 
for novice teachers. We recorded a teacher's first-person view during class using an eye-tracking 
camera in addition to a traditional multi-angle video. We studied the relationship between a 
teacher’s gaze movements and lesson practicing abilities.
　The results of the study were as follows: although the trainee teacher intended to look at the 
entire classroom or each child, he tended to look at parts of the classroom or at specific children.
 In another study of ours we found that a skilled teacher, when looking at the back of the classroom
 during board writing and observing the behavior of a child to grasp the child’s state, not only 
turned back his head but also watched the child, whereas the trainee teacher turned around only for 
a moment and did not watch the child .

研究分野：教育方法学

キーワード： 授業研究　ネットワーク　授業実践能力　ユビキタス映像記録視聴システム　アイトラッキングカメラ
　初任者教師　一人称視点　授業研究法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
より精緻な授業記録は、子どもの変容状況を継続的総合的に把握し、授業過程を検討するために必要である。こ
の目的から、ビデオカメラによって撮影された授業の記録（以下、「映像記録」と呼称する）が活用されてい
る。映像記録に眼球運動から視点の移動を推定し記録できるアイトラッキングカメラで撮影された教師視点映像
記録を追加するることにより、初任者教師及び教職課程履修生の授業実践能力育成に資することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1)より精緻な授業記録は、子どもの変容状況を継続的総合的に把握し、教授行動を検討

するために必要である。この目的から、ビデオカメラによって撮影された授業の記録（以

下、「映像記録」と呼称する）が活用されている。 

 

(2)これまでに、映像記録の特性に関する事例研究を行い、「映像記録には、その撮影者の

授業観、子ども観、教材観が反映する」ということを導いてきた（平山 1991、1992）。ま

た、上記の成果を生かし、映像記録をカテゴリーにより記述するための基礎研究を行って

きた（平山 1993、1995、平山・浦野 1994a、1994b、1995、浦野・平山 1995）。さらに、教

室の前後に４台のビデオカメラを設置して、録画した映像記録を画面合成器で合成するマ

ルチ授業映像システムを開発してきている（後藤、平山 1995）。その後、それらを「生活

科」の授業に適用し、マルチアングル映像記録分析システムを開発してきている。（平

山、後藤 2000）。 

 

(3)平成 14年度から、講義収録自動アーカイブ・配信を簡易に行うことを可能にした「ス

キルクリエーターシステム」を共同開発し、教育現場での適用を通して、システムの改善

を行い、教育現場と研究者の交流、校内研究・現職教育の活性化を目指してきた。 

 

(4)本研究は、これまでネットワーク配信を用いて利用しやすいシステムを構想してき

た。これは、従来のビデオテープや DVD ディスク等のパッケージで配布する方法に比べ

て、即時性、更新のしやすさという点で優れている。しかし、映像記録の視聴にはパソコ

ンとインターネットへのブロードバンド接続が必要であり、この環境がない場所では映像

記録を視聴することはできない。近年、携帯電話や携帯サイズのゲーム機、専用の小型デ

ジタルプレーヤ（以下これらを携帯デバイスという）に、音楽や音声、映像番組を携帯電

話の通信機能、パソコンやインターネットを介して入手、保存し、視聴するスタイルが増

えてきている。これを映像による授業記録に適用し、映像記録を「いつでも・どこでも」

持ち歩き、視聴を可能とする、いわばユビキタス映像記録視聴システムを平成 18 年度か

ら開発してきている。携帯デバイスに映像記録を転送・保存すれば、コンピュータやイン

ターネット接続がない環境、たとえば通勤、通学時間や自習時間等に映像による授業記録

を視聴することが可能になる。 

 

(5)こうしたユビキタス映像記録視聴システムを活用して、これまで進めてきている授業

の多元的記録、蓄積、配信を行い、初任者教員及び教育実習生の授業実践能力の育成に資

すことがねらいであった。 

 

(6)これまでにも、映像記録を活用した研究は少なくないが、映像記録のフレームの制約

という物理的な要因と、その背景にある撮影者のショット選択の意図という、いわば、映

像記録の研究上のマイナス面の克服を目指していることが研究の特色である。そうした映

像記録の特性をより引き出す授業の記録方法とその活用の方法の一つとして、「生活科」「

図画工作科」、そして、「総合的な学習」等の学習者の学習行動や表現活動が授業過程の節

となる授業過程の多面的な記録と蓄積する方法を提示することができる。 



 

(7) 近年、ADSLなどの普及によるネットワークのブロードバンド化、パソコン及び携帯

電話によるインターネットでの情報収集と情報発信電子メールによるコミュニケーション

、ストリーミング配信技術が向上してきている。 アメリカでは、大学の社会貢献の一環

としてOCW(Open Course Ware)など講義資料や講義の映像の公開について積極的である。

この代表例としてスタンフォード大学などが「iTunes U」を開設し、インターネットを通

して公開している。国内でもゼミなどの授業映像を受講生に限定して配信している大学も

ある。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ネットワークと携帯デバイスを活用し、授業の記録を即時的に交流し、分析・ 

考察を含めた成果を蓄積・配信できる映像記録の特性を生かした授業研究の方法を提唱し、

教育実習生及び初任者の授業実践能力の育成に資するシステム[授業実践能力育成支援シ

ステム]の開発を目指している。研究プロジェクトの全体図を図１に示す。 

 

 
 

 

                                  図１ プロジェクト概要 
 



 
 
３．研究の方法 

本研究は、これまでに開発してきた「携帯デバイスを活用したユビキタス映像記録視聴システ

ム」を改善する。具体的には、配信する模範授業に関する映像記録に加え、教師の注視点を顕在

化させた「教師注視点記録システム」を加えバージョンアップを図り、それらを「本システムを

学生時代に経験して現場で活躍している OB 教師の授業実践」「研究協力校において熟練教師の

授業、特に、TTの授業」に適用しパイロット配信を行い、年度末（1月から 3月）に教職課程履

修生有志対象の特別授業を通して事例考察する。3月には、それらの成果は、公開セミナーを通

して、卒業生を含めた初任者教師の授業実践能力の育成に資することを目指す。 

 

４．研究成果 

(1) 本研究は、初任者教師の授業実践能力育成支援の方策として、これまでに開発してきた「ユ

ビキタス映像記録視聴システム」を活用する可能性を探ることを目指した。具体的には、携帯デ

バイスを活用したユビキタス映像記録視聴システム」を改善する。具体的には、配信する模範授

業に関する映像記録に加え、教師の注視点を顕在化させた「教師注視点記録システム」を加えバ

ージョンアップを図り、それらを「本システムを学生時代に経験して現場で活躍している OB 教

師の授業実践」「研究協力校において熟練教師の授業」「同一指導案で熟練教員と新任教員の授業」

「中学校の理科で同一の指導案で複数の授業」等に適用し、分析を行った。 

 

(2) 研究期間中の授業収録は、研究協力校の小学校の授業を 19 件（うち１件は教職課程履修生

による授業）、中学校の授業を 5件、大学の講義（教育実習の事前指導）の教職課程履修生によ

る模擬授業 14 件の授業収録を行った。記録方法として改善点としては、スマートフォンの動画

撮影機能とジンバル（回転台）の被写体の自動追尾機能を利用して、教師を自動追尾の対象とし

て設定し、移動の自動追尾撮影を行ったところ、一定の条件の下では有用であることが確認でき

た。本システムを学生時代から適用している田中真人教諭（小学校、5 年目）、石原奈々代教諭

（中学校 理科、3年目）に加え、熟練教諭の小学校の道徳及び特別支援（国語・プログラミング

教育）についての事例検討を積み上げることができた。 

 

(3)  同一学年、同一教科、同一の学習指導案に基づく同一の教師が実施した 2つの映像記録の
事例分析を通して、教師注視点の比較検討を行った。2 つの授業中における 10 分間程度の同一

の場面において、説明、発問、指名などの教授行動の表出順序には有意差が見られないが、注視

時間は、指導教員等のアドバイス前の授業よりもアドバイス後の授業のほうが、１回の注視時間

が長くなる傾向が確認できた。同一内容である２回目の授業であることや、指導教員等のアドバ

イスを受けて、改善点を意識して授業に臨んだことが、子どもとのコミュニケーションの一つの

形である注視の改善につながっている可能性を提示している。 

 

(4) 今後の研究の方向性の一つとして、教師の視線分布（ヒートマップ）の分析を通して、熟練

教師と初任者教師の差異、学校種別、教科及び単元との関連性、初任時からの成長の指標等の観

点からの研究を推進中である。 



 
        図２ 研究の方向性-視線分布の事例分析   

 

(5) 研究成果は、随時、日本教育方法学会の全国大会、大学教育研究フォーラム等の口頭発表及

び共著の図書及び成果公開用のホームページ等で発表した。さらに、年に 3 回公開のフォーラ

ム、研究会で成果の公開を行った。 
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